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養護教諭養成課程におけるカリキュラムマップ作成の試案
原田みや子・鈴木路子
東京福祉大学大学院 教育学研究科（伊勢崎キャンパス）
〒372-0831 群馬県伊勢崎市山王町2020-1
（2013年5月10日受付、2013年9月12日受理）
抄録：本研究では、本大学における養護教諭一種免許状取得に必要な養護教諭養成課程の科目を明確にし、系統性と順次性
を重視してカリキュラムマップの作成と検証を行った。教育職員免許法等で規定されている科目単位数と比較した結果、
教職に関する科目に関しては規定数より多く開設されていた。一方で、養護に関する科目については、規定を1科目2単位
上回っているものの、看護師養成教育と比較すると専門分野における開設履修科目は不足していた。教員の「修士レベル化」
を念頭に、教育力・養護力ともに充実した実践的なカリキュラムマップを提示する。
（別刷請求先：鈴木路子）
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緒言
日本養護教諭養成大学協議会では、中央教育審議会の答
申（2012）を受けて、「複雑化・多様化した現代的健康課題に
対応していくためには、高い専門性に基づいた実践的指導
力や社会性・コミュニケーション力とともに、根拠に基づ
いた実践を展開するための研究・実践能力の育成が求めら
れる」と述べ、教員養成の改革の方向性として修士レベル
化に賛同している。また、「修士レベル化が養成期間を延
長しただけに終わるのではないかとの懸念に対して、修士
レベルにおける教育内容・方法の開発や現在の4年課程に
おける教育の改善充実などの対応を図る必要がある」とし
ている。当面の改善方策として、教員養成と採用から初任
者の段階においては、国公私立大学の学部における教員養
成の充実（教員養成カリキュラムの改善）と修士レベルの
教員養成・体制の充実と改善を挙げている。
教員養成カリキュラムの改善の法的根拠に関しては、
教育職員養成審議会の答申（1997）を受けて、1998（平成10）
年に、教育職員免許法（以下、免許法と称す）が改正されて
いる。また、教育職員免許法施行規則（以下、施行規則と称
す）の改正によって、第九条に規定する科目名が緊急処置
から救急処置へと変更された。このことは、養護教諭に求
められるケガや病気に対する処置・対応の技術に、より専
門性が求められた結果と解釈される。
そこで、本研究では、養護教諭は教育職員でありながら
学校唯一の看護系専門職として捉え、その専門教育の重要
性をから養護教諭養成教育の充実を図ることを目的とし
て、カリキュラムマップを作成した。
研究方法
はじめに、東京福祉大学教育学部教育学科（以下、本大学
と称す）において養護教諭一種免許状取得に必要な科目を
抽出し、施行規則（第九条、第十条）と照らし合わせ、科目
の妥当性を比較検討した。次に、看護師養成所の運営に
関する指導要領に定める科目と比較し、養護教諭養成に
必要な専門教育科目を検討してカリキュラムマップを作
成した。
カリキュラムマップの作成には、KJ法を用いた。はじ
めに、施行規則と比較検討した結果から、本大学のシラバ
スを参照し養護教諭一種免許状取得に必要な科目のカード
を作成した。次に、科目カードを教職系と養護系に区分し、
4年課程における教育の系統性と順次性を重視して履修
時期を決定した。本大学において設定されている履修科
目は、施行規則に定める養護教諭一種免許状取得に必要
な単位数に合わせて設定されているため、従来の履修科
目の削除は行わず、現在開設されている選択科目から
必修化にすべき科目を追加し、一案としてまとめた。
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結果
1．本大学における必修科目と単位数
本大学の教育学科において、養護教諭一種免許状取得に
必要な単位は表1、必修科目の内訳は表2の通りである。
これらの科目を施行規則で養護教諭一種免許状取得に必要
と定められている科目と照らし合わせて比較した結果、
教職に関する科目（表3）については4科目8単位多かった。
養護に関する科目（表4）では1科目2単位多く、その他の科
目では10科目22単位多かった（表5）。
2．看護師等養成所の運営に関する指導要領との比較
看護師等養成所の運営に関する指導要領において、
看護師教育（3年課程）で定める科目をまとめたものが表6
である。97単位以上で、3,000時間以上の講義、実習等を
行うようにすることと規定されており、4年間の教職課程
と比較すると、講義、実習時間が多く設けられていること
がわかった。
表1． 本大学における養護教諭一種免許状取得に必要な単位
教育 
学科
総合教
育科目
専門教育科目
小計
選択科目
合計
教育 
初等 
・
中等
教育 
分野
保健 
養護
心理 
発達
演習 
実習
キャリア
専門 
教育
資格 
課程 
（他学科）
卒業 
要件
必修 
28
必修 
16
－ － －
必修 
2
選択必修 
4
必修 
50
選択 
74
－ 124
養護 
教諭
28 18 － 24 2 13 4 89 35 － 124
表2． 本大学における養護教諭一種免許状取得に必要な必修科目の内訳
区分 必修科目 計
総合教育科目 文章表現（2）　人権教育（2）　健康・スポーツ（2）　
レクリエーションワーク（2）　レクリエーション理論（2）
情報処理演習Ⅰ（4）　情報処理演習Ⅱ（4）　アメリカの文化と言語Ⅰ（2）
法学（憲法）（2）　法学理論（2）　教養基礎演習Ⅰ（2）　教養基礎演習Ⅱ（2） 28
専門教育科目
　教育 初等・中等
教師論（2）　教師課程論（2）　教育学概論（2）　教育方法論（2）
教育法規（2）　教育心理学（2）　児童生徒指導論（進路指導を含む）（2）　 
特別活動の指導法（2）　教育相談（カウンセリングを含む）（2） 18
養護・保健 衛生学（2）　学校保健学（学校安全を含む）（2）　養護教育学（2）　
精神保健学（2）　病原微生物学（2）　解剖生理学Ⅰ（2）　公衆衛生（2）
栄養学（食品学含む）（2）　健康相談活動の理論と方法（2）　
看護学（救急処置を含む）（4）　地域看護学（2） 24
心理・発達 臨床心理学（2） 2
演習・実習 看護臨床実習指導（2）　看護臨床実習（2）　専門演習（2）
教職実践演習（2）　養護実習指導（1）　養護実習（4）
 
13
キャリア支援教育 キャリア開発演習Ⅰ（2）　キャリア開発演習Ⅱ（2） 4
合計 89
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表3． 教育職員免許法施行規則に定められている科目と本大学開設授業科目との比較（教職に関する科目）
?? 免許法施行規則に定められている科目 開設授業科目
教職に関する科目 単位数 授業科目 単位数
?
?
?
?
教職の意義等に関
する科目
教職の意義及び教員の役割
2
教師論
教育法規
2
2教員の職務内容（研修、服務
及び身分保障等を含む。）
進路選択に資する各種の機
会の提供等
教育の基礎理論に
関する科目
教育の理念並びに教育に関
する歴史及び思想
4
教育学概論 2
教養基礎演習Ⅰ
教養基礎演習Ⅱ
2
2
教育に関する社会的、制度又
は経営的事項
幼児、児童及び生徒の心身の
発達及び学習の過程（障害の
ある幼児、児童及び生徒の心
身の発達及び学習の過程を
含む。）
教育心理学 2
教育課程に関する
科目
教育課程の意義及び編成の
方法
4
教育課程論 2
道徳及び特別活動に関する
内容
特別活動の指導法 2
教育の方法及び技術（情報機
器及び教材の活用を含む。）
教育方法論 2
生徒指導及び教育
相談に関する科目
生徒指導の理論及び方法
4
児童生徒指導論（進路指導含む） 2
教育相談（カウンセリングに
関する基礎的な知識を含む。）
の理論及び方法
教育相談（カウンセリング含む） 2
養護実習 5
養護実習指導 1
養護実習 4
教育実践演習 2 教育実践演習 2
　合計 21 　合計 29
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表4． 教育職員免許法施行規則に定められている科目と本大学開設授業科目との比較（養護に関する科目）
?? 免許法施行規則に定められている科目 開設授業科目
養護に関する科目 単位数 授業科目 単位数
?
?
?
?
衛生及び公衆衛生学（予防医学を含む。） 4
衛生学 2
公衆衛生 2
学校保健 2 学校保健学（学校安全含む） 2
養護概説 2 養護教育学 2
健康相談活動の理論及び方法 2 健康相談活動の理論と方法 2
栄養学（食品学を含む。） 2 栄養学（食品学含む） 2
解剖学及び生理学 2 解剖生理学Ⅰ 2
微生物学、免疫学、薬理概論 2 病原微生物学 2
精神保健 2 精神保健学 2
看護学（臨床実習及び救急処置を含む。） 10
看護学（救急処置含む） 4
地域看護学 2
看護臨床実習指導 2
看護臨床実習 2
※本大学において免許状を取得する場合に、修得を必要として
いる科目
臨床心理学 2
　合計 28 　合計 30
表5．教育職員免許法施行規則に定められている科目と本大学開設授業科目との比較（その他の科目）
?? 免許法施行規則に定められている科目 開設授業科目
養護又は教職に関する科目 単位数 授業科目 単位数
※ 養護又は教職に関する科目 7
※看護学類の専門科目、「教職に関
する科目」「養護に関する科目」の
最低履修単位数を超えた単位を充
当することが可能
7
??
その他の科目 単位数 授業科目 単位数
?
?
?
?
日本国憲法 2
法学概論   
法学（憲法）
2  
2
体育 2 健康・スポーツ 2
外国語コミュニケーション 2 アメリカの文化と言語Ⅰ 2
情報機器の操作 2 情報処理演習Ⅰ 
情報処理演習Ⅱ
4 
4
※本大学において免許状を取得する場合に、修得を必要とし
ている科目
文章表現 2
人権教育 2
レクリエーションワーク 2
レクリエーション理論 2
キャリア開発演習Ⅰ 2
キャリア開発演習Ⅱ 2
専門演習 2
　合計 8 　合計 30
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表6． 看護師等養成所の運営に関する指導要領
看護師教育の基本的考え方 
1． 人間を身体的・精神的・社会的に統合された存在として、幅広く理解する能力を養う。
2． 人々の健康と生活を、自然・社会・文化的環境とのダイナミックな相互作用等の観点から理解する能力を養う
3． 人々の多様な価値観を認識し専門職業人としての共感的態度及び倫理に基づいた看護を実践できるとともに、 
最新知識・技術を自ら学び続ける基礎的能力を養う。
4． 人々の健康上の課題に対応するため、科学的根拠に基づいた看護を実践できる基礎的能力を養う。
5． 健康の保持増進、疾病予防と治療、リハビリテーション、終末期など、健康や障害の状態に応じた看護を実践する
ための基礎的能力を養う。
6． 保健・医療・福祉制度と他職種の役割を理解し、チーム医療を実践するとともに、人々が社会的資源を活用できる
よう、それらを調整するための基礎的能力を養う。
教育内容 単位数
基礎分野
科学的思考の基盤
人間と生活・社会の理解
13
小計 13
専門基礎分野
人体の構造と機能
疾病の成り立ちと回復の促進
15
健康支援と社会保障制度 6
小計 21
専門分野Ⅰ
基礎看護学 10
臨地実習 －基礎看護学（3） 3
小計 13
専門分野Ⅱ
成人看護学 6
老年看護学 4
小児看護学 4
母性看護学 4
精神看護学 4
臨地実習 －成人看護学（6）
 －老年看護学（4）
 －小児看護学（2）
 －母性看護学（2）
 －精神看護学（2）
16
小計 38
統合分野
在宅看護論 4
看護の統合と実践 4
臨地実習 －在宅看護論（2）
 －看護の統合と実践（2）
4
小計 12
総計 97
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3．カリキュラムマップの作成
結果1および結果2について比較、分析、検討を行い、
作成したカリキュラムマップが図1、図2である。本大学
シラバスの内容を参照して系統性と順次性を重視し、従来
の必修科目に加えて選択科目とされているものを必修科目
として追加し、作成した。また、本大学における従来の履
修科目（2012年度）に関してもカリキュラムマップ（図3、
図4）を作成し、比較検討した。
シラバスの内容から変更した科目は、「レクリエーショ
ンワーク」（現1年前期）を1年後期、「レクリエーション理
論」（現1年後期）を1年前期へ変更した。「看護学（救急処
置を含む）」（現3年前期）は、2年後期と3年前期の学年を跨
いだ通年履修に変更した。それから、要必修化科目として
「心理学入門」「心理学概論」「医学概論」「免疫学概論」「薬理
学概説」を追加した。
図1． 養護教諭養成課程のカリキュラムマップ作成の試案（教職系）
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図2． 養護教諭養成課程のカリキュラムマップ作成の試案（養護系）
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図3． 本大学における養護教諭養成課程（2012年度）の現行カリキュラムマップ（教職系）
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図4． 本大学における養護教諭養成課程（2012年度）の現行カリキュラムマップ（養護系）
考察
1．本大学における現行履修科目との変更点とカリキュラ
ムマップの作成から見えてくるもの
はじめに、履修時期の変更でとくに重視したい科目が、
「解剖生理学Ⅰ」と「看護学（救急処置を含む）」である。
病気やケガに対する処置・対応の技術を習得するにあたり、
からだの構造や機能の理解は必要不可欠である。現行の履
修時期は半期の空白期間をおいているが、確実に知識・技
術を習得するためには関連性のある科目の連続した履修が
望まれる。また、現行の「看護学（救急処置を含む）」は半期
で4単位となるため、2年後期から3年前期にわたっての通
年履修とし、連続して学習することで学生の知識や技術の
定着を図るねらいがある。
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次に、本大学の養護教諭養成においては、養護に関する
科目は2年生から3年生の2年間を通して履修することに
なっており、4年生で養護実習と看護臨床実習を行うこと
になっている。しかし、2年生から本格的に養護に関する
専門科目を履修するにあたり、学生がこれまで学んできた
分野とは異なり基盤となる知識が無いため、専門知識・技
術の習得に困難がみられる。このことから、本格的な専門
科目を学習する準備段階として、1年後期から専門科目を
学習するにあたっての教養科目を追加した。それが、要必
修化科目として追加した「心理学入門」「心理学概論」「医学
概論」「免疫学概論」「薬理学概説」の5科目である。
まず、「心理学入門」「心理学概論」については、現在、心
理・発達分野において必修科目となっている「教育心理学」
「臨床心理学」の2科目のみであり、各15回の授業時数で
は学習不足であると考える。学校においては、社会環境や
生活環境の急激な変化に伴った子どもの現代的な健康課
題への対応が求められており、養護教諭は学校保健活動の
推進に当たって中核的な役割を果たしていることから、常
に新しい知識と技術などを習得していく必要が挙げられ
ている（中央教育審議会答申 , 2012）からである。とくに
メンタルヘルスといった心の健康課題の解決を図るため
にも、知識のみならず専門的な技術の習得も養成課程で身
につけておく必要がある。そのため、心理に関する学習を
重要視し、基礎・理論の土台作りから演習にわたって、充実
したカリキュラムを編成できるよう、科目の必修化を検討
した。
次に「医学概論」では、養護教諭として必要な医学的な専
門知識の定着を図るため、専門科目を学ぶにあたっての基
礎を培うことを目的とし、必修化科目として追加した。
「免疫学概論」「薬理学概説」に関しては、施行規則第十条
（養護に関する科目）において、「微生物学、免疫学、薬理概
説（2単位）」と規定されているが、本大学においては、「病原
微生物学（2単位）」のみが必修科目であり、「免疫学」「薬理
学」は選択科目となっていることから、養護教諭を目指す
学生が受講せずに免許状を取得する可能性がある。感染予
防やアレルギーおよびそれらに対する治療薬、薬物乱用と
いった学校現場で要求される問題に対応するために、3科
目合わせて必修化するべきである。
また、本大学においては教育学研究科教育学専攻修士課
程が設置されており、国内外の大きな変化に対応すべく、
高度かつ専門的な教育研究能力と問題解決を備えた実践的
な人材養成を行っている（表7）。学部における学習を基盤
とし、大学院においては専門的な実践能力を育成する教員
の「修士レベル化」は、教育現場のニーズに答える資質能力
を備えるために必要である。学生が自信をもって教育現場
に入ることができるよう、教職大学院をはじめ教員養成系
大学の修士課程カリキュラムの充実と改善を図る必要性が
ある。
表7． 本大学大学院の履修モデル（養護教育・特別支援の専門家）
科目区分 1年次 2年次
?
?
?
?
教育学分野 臨床発達支援特論 環境教育学特論
地球連携福祉教育特論
養護教育・特別支援分野 教育生理学特論
学校救急看護学特論
健康相談学特論
学習困難児指導特論
心理臨床学分野 児童心理学特論
??????
教育情報分野 教育データ分析演習※
教育情報メディア演習※
学習理論特論※
英語・異文化教育分野 異文化コミュニケーション演習※
異文化理解特論※
英文表現演習※
必修科目 教育学総論
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ
※3科目の中から研究テーマに合わせて1科目を選択履修する。
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2．看護師等養成所の運営に関する指導要領との比較
看護教育（表6）と比較し、基礎分野を教職に関する科目、
専門分野Ⅰ・Ⅱを養護に関する科目、統合分野を養護又は
教職に関する科目とその他の科目に置き換えて比較をする
と、専門基礎分野に該当する区分が養護教諭養成にはな
かった。養護教諭としての基礎を学ぶ科目では、養護概説
（本大学においては、養護教育学）が該当すると思われるが、
養護教諭の専門分野としての基礎を学ぶ科目（人体の構造
と機能）をおくことを検討する。これは、考察1と同様に、
学生の専門分野における学習の予備知識が必要だという考
えからである。
本大学においては、「看護学（救急処置含む）」（全30回）
に内容が凝縮されているため、現在、本大学で開講されて
いない科目「成人看護」「小児看護」「ヘルスアセスメント・
フィジカルアセスメント」を新たに教育学系の科目として
必修化を検討する。看護系技術は養護教諭にとって必要不
可欠な能力であるため、看護系技術に関する講義や演習等
の充実を図るとともに、看護学に教育学的視点を取り入れ、
学校現場で起こりうる事象や子どもの発育・発達を基盤に
した展開が望まれる。
「成人看護」「小児看護」に関しては、養護教諭の職務は小
学校児童に関わらず、中・高等学校生徒や教職員の健康管
理も含まれるため、成人看護と小児看護を合わせて学ぶ必
要性がある。「ヘルスアセスメント・フィジカルアセスメン
ト」については、『近年、児童生徒の健康問題の多様化に伴
い、養護教諭には医学的知識に基づいた健康課題のアセス
メントや判断・対応といった看護系技術が求められている』
（岡田ら , 2010）ため、一科目としての必修化が必要不可欠
であろう。
課題
養護教諭養成課程において、カリキュラムの系統性と順
次性を明らかにし、養成教育を行うことは学生の学びの質
的向上と学習効率に連動すると考えた。今後は、日本教育
大学協会が開発した「教員養成モデル・コア・カリキュラム」
や日本養護教諭養成大学協議会と全国養護教諭連絡協議
会等の研究報告等の更なる検討を行い、本大学の教育理念
と使命を基盤とした「養護に関する科目」の見直しに努め
たい。
一方で、養護教諭としての技術面に関するスキルを磨く
には、学生自身の意欲と行動力といった自主研修による部
分が大きいと考える。さらに、養護教諭養成課程の学生の
「学力」「意欲」の問題が挙げられている（高岡ら , 1999）こ
とから、カリキュラムマップの作成で考察するのみならず、
カリキュラムの内容を明確化し、編成を行うことにより学
生にとって学びやすい環境を整え、学生自身の主体性を重
んじた「学力」「意欲」といった課題の改善を目指した養護
教諭養成課程の教育内容方法の改善に繋がる基礎研究を継
続して行いたい。さらに、教員の資質力量形成のための「修
士レベル化」を念頭に、「学部－大学院」の一貫した教育課
程の充実と改善が今後の課題である。
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A Fundamental Study on the Improvement of Curriculum and Teaching Methods,  
Part 1: Tentative Plan of Making of the Curriculum Map in  
Training Course for Yogo-teacher
Miyako HARADA and Michiko SUZUKI
Graduate School of Education, Tokyo University of Social Welfare (Isesaki Campus),  
2020-1 San’o-cho, Isesaki-city, Gunma 372-0831, Japan
Abstract : A validation study on making the curriculum chart map was carried out to show the systematic and the 
sequential nature of our current curriculum of Yogo-teacher training in the Tokyo University of Social Welfare to get a 
formal Yogo-teacher diploma from the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology.  Our curriculum 
for Yogo-teacher has more subjects on teaching and less on school nursing than the one indicated in Educational Personnel 
Certification Law.  Thus, it may be said that subjects on health care are less than that of the nurse training school, though 
the subjects on Yogo-teacher training course have one or more subjects on Yogo specialty.
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